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国連SDGsやパリ協定を機に、環境問題をはじめとする社会課題の対応が企業に求
められています。地球温暖化、エネルギー、資源の枯渇等の環境課題を真剣に捉え、
未来ある次世代のうつくしい地球環境を維持していくことこそ重要な課題と考えま
す。

当社は1976年創業以来、リサイクルを中心にお客様のニーズに合ったクリーンな
環境を創造してまいりました。リサイクル率100%を目指して日々処理技術の向上
に努め、高度資源リサイクルのあらゆる可能性にチャレンジし、私たちの一歩が、
皆様一人ひとりの快適な未来へつながっていく、その強い想いを持って歩み続けて
います。

地球にやさしい環境を維持するとともに持続可能な資源循環型社会の実現、並びに
2050年カーボンニュートラルを目指し、ソリューションカンパニーとしてイノベ
ーションを創出し、全てのステークホルダーの皆様より信頼されるよう、ＥＳＧ
（環境・社会貢献・ガバナンス）経営を推進してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　星山　健

ご挨拶

商　   号：株式会社　ダイトク

グループ会社：大阪クリーンテック株式会社

設   　立：昭和５１年７月

資 本 金 ：９，８００万円

代 表 者 ：代表取締役社長　星山　健

従業員数：90名   （2023年5月現在）110名【グループ会社合計】

売 上 高 ：2,800百万円（2022年度）3,300百万円【グループ会社合計】

事業内容： ●各種廃棄物のリサイクル

　　          ●使用済みＯＡ機器関連のリサイクル処理

　　          ●産業廃棄物収集運搬及び処分

　　          ●一般貨物自動車運送業

　　          ●産業排水処理

                ●有価物の加工処理  

会社概要 Company Profile
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会社沿革 Corporate history

—資源循環型社会への未来を拓く—
環境にやさしい未来を創る

1976年　7月　　　　　　株式会社大特産業設立
1978年　4月　　　　　　産業廃棄物収集運搬許可取得
1996年　8月　　　　　　一般貨物自動車運送事業許可取得
1999年 10月　　　　　　OA機器・電子機器リサイクル事業開始
1999年 12月　　　　　　産業廃棄物処分業許可取得
2000年　4月　　　　　　「廃サプライ品リサイクル」事業開始
2001年　3月　　　　　　本社「ISO14001」認証取得
2003年　3月　　　　　　株式会社ダイトクへ社名変更
2003年　7月　　　　　　本社・全工場「ISO14001」認証取得
2003年　8月　　　　　　羽生工場・リサイクルセンター開設
2004年　3月　　　　　　資本金9,800万円（増資）
2005年　9月　　　　　　廃プラスチック中国輸出許可取得
2005年 11月　　　　　　摂津市新在家に本社移転
2007年　5月　　　　　　代表取締役社長に星山　健　就任
2009年  ４月                  「希少金属の回収方法」特許取得
2009年 12月                  安全性優良事業所認定証（Gマーク）取得
2010年   8月                  埼玉工場・リサイクルセンター開設
2011年　6月　　　　　　トラック運送事業について「グリーン経営認証」に登録
2011年 10月　　　　　　国土交通省近畿運輸局より優良自動車運送事業者表彰
2011年 12月　　　　　　優良産業廃棄物処理業認定取得
2011年 12月　　　　　　優良産業廃棄物収集運搬業認定取得
2013年 10月　　　　　　「稀少金属の製造方法1」特許取得
2014年   1月　　　　　　「稀少金属の製造方法2」特許取得
2014年   6月　　　　　　社団法人全国産業廃棄物連合会より地方優良事業所表彰
2014年   8月　　　　　　新在家工場に太陽光パネル設置
2015年   1月                  「使用済トナーカートリッジ解体処理装置」特許取得
2015年　2月　　　　　　「酸化インジウム系化合物を含むブラスト処理物の濃縮方法」特許取得
2015年　4月　　　　　　「稀少金属の製造方法3」特許取得
2015年 10月　　　　　　西面工場拡張、第２工場竣工
2015年 11月　　　　　　埼玉工場に太陽光パネルによる発電所を開設
2017年　3月　　　　　　「ISO14001：2015」認証取得
2018年　8月　　　　　　大阪北部地震における茨木市の災害廃棄物処理業務に協力
2019年　7月　　　　　　公益財団法人廃棄物・3R研究財団より
                             　　　プラスチックリサイクル高度化設補助金事業に採択
2019年 11月　　　　　　埼玉工場のプラスチック高度化設備が本格稼働
2020年 11月　　　　　　令和2年度「安全性優良事業所大阪運輸支局長表彰」を受ける
2021年　6月　　　　　　 グリーン経営「永年登録事業所」として表彰を受ける
2022年　4月　　　　　　「混合粉砕片材料の分別回収システム及び分別回収方法」特許取得
2022年 12月　　　　　　「複合材料の分別回収システム及び分別回収方法」特許取得



拠点案内
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東日本事業部

埼玉工場 OA関連・廃プラスチック
リサイクル事業

東日本事業部 業務部・営業部

〒349-1213
埼玉県加須市栄496番地１号
TEL   0280-62-5731
FAX　0280-62-5732

〒349-1213
埼玉県加須市栄496番地１号
TEL   0280-62-5731
FAX　0280-62-5732

西面工場　第1工場 有価物事業 西面工場　第2工場 有価物事業

安威川工場 廃プラスチック・
廃ガラスリサイクル事業

〒566-0847
大阪府高槻市西面南三丁目22番１号
TEL　072-678-6756
FAX　072-679-3908

〒566-0847
大阪府高槻市西面南三丁目22番１号
TEL　072-678-6756
FAX　072-679-3908

TEL　072-653-3803
FAX　072-653-5166

〒566-0051
大阪府摂津市安威川南町3番28号

新在家工場 OA関連リサイクル事業

〒566-0055
大阪府摂津市新在家二丁目１番１号
TEL　06-6827-6160
FAX　06-6827-5526

柱本物流センター リサイクル商品出荷
収集運搬事業

〒569-0846
大阪府高槻市柱本新町5番1号
TEL　072-677-4111
FAX　072-677-4112

本社 総務部門・営業部門

〒566-0055
大阪府摂津市新在家二丁目１番１号
TEL　06-6827-1010
FAX　06-6827-5525

西日本事業部
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産業廃棄物処理・リサイクル事業者として、排出事業者様からの処理の委託を受け、
これらの産業廃棄物或は有価物の収集･運搬を行い、中間処理し、リサイクル・リユ
ース・販売する活動において、地球・地域社会の環境保護のコミットメントを果た
すため、当社における環境影響の低減に努め、環境マネジメント活動を自主的・積
極的に展開していくことを経営の最優先課題の一つとして強く認識し行動します。

Ｒ

Ｒｅｄｕｃｅ
発生抑制

Ｒｅｕｓｅ
再使用

Ｒｅｃｙｃｌｅ
再資源化

収集運搬部門
廃プラスチック
マテリアルリサイクル

廃プラスチック
サーマルリサイクル

廃プラスチック
ケミカルリサイクル

産業廃棄物
焼却施設

（関連会社）

廃ＯＡ機器関連と

マテリアルリサイクル
電子デバイス関連の

環境方針

昨今、企業の社会的責任（ＣＳＲ）が社会的に大きな注目を集め、その要求は急速に
高まっています。
企業は、社会的な存在として、高い倫理観に基づく経営体制の基に、お客様、社員、
地域社会を形成する皆様との「信頼」を大切にした事業運営を行う責任があると考え
ます。私たちは、この基本姿勢のもとＣＳＲ活動に取り組み、社会から永続的に信頼
され、必要とされる企業であり続けます。

ＣＳＲ基本方針

1.事業を通じての社会貢献

2.企業倫理

3.環境保全活動と社会的責任意識の共有化

総合リサイクル事業者として環境問題への取り組みはもちろん、安全かつ良質なサ
ービスをお客様に提供するとともに豊かで活力のある社会の構築に貢献します。

倫理や法体系、道徳観などが多様であるグローバルな事業環境において、公正で誠
実な事業活動を行うとともに、高い企業倫理に基づいた行動をとり、公正で透明性
の高い情報開示を実施し、ステークホルダーへの責任のある対応を行います。

環境と調和し、環境に与える負荷を低減するとともに限りある資源の有効活用を行
い、全ての取引先様に協力を求めて、社会的責任意識を共有化し公正かつ健全な事
業活動に努めます。

ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の推進

ＩＳＯ14001更新審査・登録

環境マネジメントシステムへの構築の経緯とＩＳＯ14001認証取得及び更新状況
ダイトクは２０００年より環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）
の構築に着手し、管理状況を調査しました。その結果、地球環境
を継続的に改善させるにはＥＭＳの構築が重要であると考え、工
場機能である産業廃棄物の資源リサイクル処理業務で２００１年
３月にＩＳＯ14001の認証を取得致しました。
２００３年７月に産業廃棄物処理業務に関わる全工場の認証取得
を経て、２０1３年３月に４回目の同認証更新登録を完了致しま
した。
さらに２０１４年４月には有価物加工工場の認証も取得しており
ます。
2017年3月には「ＩＳＯ14001：2015」認証を取得致しまし
た。 ISO14001:2015登録証

企業プロフィール
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許可証・証明書

産業廃棄物処分業【中間処理品目】

優良産業廃棄物処分業・収集運搬業認定取得

産業廃棄物処分業
許可証（大阪府）

処分2行政・収集運搬業42行政（※特管含む）すべての許可に優良認定を受けております

産業廃棄物処分業
許可証（埼玉県）

産業廃棄物収集運搬業
許可証（大阪府）

産業廃棄物収集運搬業
許可証（埼玉県）

産廃処理業者

認定制度

優
良 産廃処理業者

認定制度

優
良 産廃処理業者

認定制度

優
良

許可行政名

許可番号

事業区分 中間処理

許可行政名

許可番号

事業区分 中間処理 切断分離・切断、圧縮梱包・切断、破砕・破砕・圧縮梱包

破砕・切断

以上４種類

埼玉県

第01120017163号

許可品目

1.廃プラスチック類

2.金属くず

3.紙くず

許可品目

大阪府

第02720017163号

1.廃プラスチック類

2.ゴムくず

3.金属くず

4.ガラスくず

石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く。

産廃処理業者

認定制度

優
良

廃棄物再生事業者
登録証明書

遊技機リサイクル
業者選定証

解体工事業登録
通知書（兵庫県）

解体工事業登録
通知書（大阪府）

第一種フロン類回収業者
登録通知書（大阪府）

古物商（事務機商・
機械工具商）金属くず商

企業プロフィール
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産業廃棄物収集運搬

42行政（※特管含む）よりすべての許可に優良認定を受け、産業廃棄物の収集運搬を行っています。

燃 汚 廃 廃 廃 廃 紙 木 繊 動 ゴ 金 ガ 鉱 が ば
え 泥 油 酸 ア プ く く 維 植 ム 属 ラ さ れ い 汚 廃 廃 廃 廃
殻 ル ラ ず ず く 物 く く ス い き じ 泥 油 酸 ア 石

カ ス ず 性 ず ず く 類 ん ル 綿
リ チ 残 ず カ 等

ッ 渣 リ
ク
類

3 優 第00300017163号 ● ● ● ● ● ● ● ●

4 優 第00400017163号 ● ● ● ● ● ● ● ●

5 優 第00707017163号 ● ● ● ● ● ● ● ●

6 優 第00801017163号 ● ● ● ● ● ● ● ●

7 優 第00900017163号 ● ● ● ● ● ●

8 優 第01000017163号 ● ● ● ● ● ●

9 優 第01110017163号 ● ● ● ● ● ●

10 優 第01200017163号 ● ● ● ● ● ●

11 優 第1300017163号 ● ● ● ● ● ● ●

12 優 第01403017163号 ● ● ● ● ● ●

13 優 第01709017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 優 第01802017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 優 特 第01852017163号 ● ● ●

16 優 第2009017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

17 優 第02100017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

18 優 特 第02150017163号 ● ● ●

19 優 第02201017163号 ● ●

20 優 第02300017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

21 優 第02400017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 優 特 第02450017163号 ● ● ● ●

23 優 第02501017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

24 優 特 第02551017163号 ● ● ●

25 優 第02601017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

26 優 特 第02651017163号 ● ● ●

27 優 第02700017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

28 優 特 第02750017163号 ● ● ● ● ● ● ●

29 優 第02803017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

30 優 特 第02853017163号 ● ● ● ● ● ● ●

31 優 第02900017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

32 優 特 第02950017163号 ● ● ●

33 優 第03000017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

34 優 特 第03050017163号 ● ● ●

35 優 第03101017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

36 優 特 第03151017163号 ● ● ● ●

37 優 第03308017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

38 優 特 第03358017163号 ● ● ●

39 優 第03400017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

40 優 特 第03450017163号 ● ● ●

41 優 第03500017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

42 優 第3600017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

43 優 第04000017163号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

44 優 第04402017163号 ● ● ● ● ● ● ●

岩 手 県

宮 城 県

福 島 県

茨 城 県

　産業廃棄物収集運搬業許可一覧

№ 許 可 行 政 名 許 可 番 号

許　　　　　　　　　　　　可　　　　　　　　　　　　品　　　　　　　　　　　　目
特　別　管　理

ば
い
じ
ん

燃
え
殻

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

石 川 県

福 井 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

福 岡 県

大 分 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

収集運搬部
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グリーン経営認証・Ｇマーク認定

収集運搬車両

大型ウィング車

大型平ボディ車 10ｔコンテナ車

10ｔダンプ車

10ｔローリー車

8ｔコンテナ車

4ｔウィング車

4ｔゲート車

4ｔユニック車

4ｔパッカー車

4ｔコンテナ車

4ｔ平ボディ車

あらゆる産業廃棄物を敏速に収集運搬し、確実にそして適正に処理業者に運び入れが可能な
充実した車両を保有しております。

大型ウィング      ５台
大型平ボディ  　 １台
10ｔダンプ   ２台
10ｔローリー   １台
10ｔコンテナ　 １台
8ｔコンテナ   １台
4ｔウィング   ３台

中型ウィング   　１台
4ｔゲート   ２台
4ｔコンテナ   ５台
4ｔパッカー   ３台
4ｔ平ボディ      ２台
4ｔユニック   １台
3ｔコンテナ   １台
　   計             29台

2011年6月にグリーン経営認証を受け、2012年12月には公益社団法人全日本
トラック協会より安全性優良事業所（Gマーク）の認定を受けました。
さらに、功績を認められ令和2年度には安全性優良事業所大阪運輸支局長より表
彰を受けました。
これからも、営利性の追求と環境保全への配慮の両立を図りながら、安全性向上
を目指し、より一層推進してまいります。

安全性優良事業所認定証
　　　（Ｇマーク）

グリーン経営認証登録証

収集運搬部
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廃OA機器類処理

デスクトップパソコン、ノートパソコン等、データ等流出の恐れのある処理に関して、ダイトク
は、手解体による分別・選別、データ消去機によるデータ破壊、物理破壊を行い、情報セキュリ
ティ流出に関する対策を考慮した処理を行っております。
各素材に分別され、再生資源材としてマテリアルリサイクル致します。

「分別・選別の必要な製品在庫処理」

段ボール等に梱包された、商品価値の無くなった製品の廃棄処理に関して、「中身の物を分別し
なければ、処理業者がなかなか受けてくれない」、「転用されないか不安」等の問題があり、適
正な価格で、安全な廃棄処理委託先の選定にお困りになられるかと思います。
ダイトクでは、開梱して分別・選別を行い、その素材に応じた適切なリサイクル及び適正処理を
行い、安心してお任せ頂ける処理を行っております。

東日本事業部　業務内容

Contents　01

プレス切断機 カートリッジセット 切断機投入

トナー粉エア洗浄 処理後

【廃カートリッジの場合】

切断後 集塵機

廃トナーカットリッジ処理

使用済み廃トナーカートリッジ処理について、粉塵爆発の恐れのある処理困難廃棄物と
して、処理委託を受ける業者が限られてきています。
ダイトクでは、粉塵爆発防止設備にて、トナーを集塵し、マテリアルリサイクル及びサ
ーマルリサイクルにて、安全且つ、適正に処理が可能です。

廃カートリッジ

カートリッジの切断後付着のトナー粉をエアーで吹き飛ばし集塵機で強力に集塵し、トナー粉を取り除き、
トナー粉抜取り後は、金属・廃プラスチック類と分類し、それぞれ再資源化（燃原料化）となります。
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金属のリサイクルに関しては、金属そのものの付加価値を高めるために、提携会社
のヤードでの「シビアな選別」を徹底し、鉄・非鉄・稀少金属などあらゆる金属類
のリサイクルを図っています。
分別・解体後は再生事業者・原料メーカーににて再生原料としてマテリアルリサイ
クルされます。

廃サプライ品資源の有効利用と廃棄物の最小限化

鉄　屑 ステンレス屑 アルミ屑 銅　屑 電子部品屑

「金属類のリサイクル」

東日本事業部　業務内容

Contents　02

環境にやさしい未来を構築する環境にやさしい未来を構築する
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国内の廃プラスチック排出量はここ１０年微減、廃プラスチックの有効利用料は微増の
傾向にあります。有効利用率は８割を超えております。

資源として収集された廃プラスチックのリサイクルは下記の3つの手法に大別されます。

ケミカルリサイクル　廃プラスチックを化学的に分解するなどして、化学原料に再生
　　　　　　　　　　する手法です

サーマルリサイクル　廃プラスチックを固形燃料にしたり、焼却して熱エネルギーを
　　　　　　　　　　回収する手法です

マテリアルリサイクル　廃プラスチックを原料としてプラスチック製品に再生する手法
　　　　　　　　　　で、『材料リサイクル』と言います

フォーミング抑制剤

廃プラスチック類は、塩素系樹脂（PVC・PVDC他）、非塩素系
樹脂に大別することができます。ダイトクでは、提携会社との協力
により、プラスチック部分がPVC（ポリ塩化ビニル）のPTPシート
を、破砕後、鉄分含有焼却灰や有機物（紙、木）と混合して押出成
型機に投入し、高炉用の気泡抑制剤（フォーミング抑制剤）を製造
しております。この「ケミカルリサイクル」により、今まで埋立処
分・焼却されていた塩素系樹脂の再生が可能となりました。

ダイトクでは早くから確かな作業フロー・厳しい選別・検品を行い単一素材による再資源化
に特化してリサイクルをしております。

ケミカルリサイクル

マテリアルリサイクル

今まで最終処分されていたPVCシートも切断・破砕・分離の再生処理をすることに
より、マテリアルリサイクルを可能にしました。

再生事業者・原料メーカー

※再生原料としてマテリアルリサイクルされます。

「廃プラスチック類のリサイクル」

東日本事業部　業務内容

Contents　03

サーマルリサイクル

マテリアルリサイクルできないプラスチック類は、燃原料化として、製紙会社・セメント
会社への出荷をしております。
二次処理会社として大手セメント会社と提携しており、安定的な処理フローを構築いたし
ております。

製紙会社 セメント会社 （固形燃料化）

燃料使用業者

RPF製造ライン
ＲＰＦ
(固形燃料）

燃料代替としてサーマル
リサイクルされます。

可燃成分は燃料代替として
、不燃成分は原料代替（セ
メント原料化）として完全
リサイクル（ゼロエミッシ
ョン）されます。

PVC

03
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プラスチック+アルミの混合物を選別によりマテリアルリサイクル

排出事業者様

㈱ダイトク『ドックス』

再生事業者によりマテリアルリサイクル

『ドックス』（Daitoku Optical & Hydro-Cyclone Sorter Systemの頭文字DO
CSS）は、ダイトクが独自に開発したプラスチックの選別システムで、光学式選別
と遠心力を利用した湿式比重選別とを組み合わせて、対象となるプラスチックのみ
を選別するシステムです。
『ドックス』は、国内循環型設備です。
　現在は埼玉工場において、コンタクトレンズ破砕品（プラスチック＋アルミの混
合）からターゲットとなるプラスチック（PP＝ポリプロピレン）のみを選別、これ
までのサーマルリサイクル処理から、その多くをマテリアルリサイクル処理へと高
度化しております。『ドックス』で選別された少量の残さはセメント会社によりサ
ーマルリサイクルされ、選別された99％以上のPPとアルミは再生事業者によりマ
テリアルリサイクルされ国内での処理を確立しております。

分別前

ドックスは、平成30年度（第2号補正）二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
（省CO2型リサイクル等高度化設備導入促進事業）の補助事業に採択されました。

ＰＰ アルミ

「プラスチック高度リサイクル・システム『ドックス』」

東日本事業部　業務内容

Contents　04
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（分別・減溶化）

横型圧縮機 破砕機圧縮機

「有価物事業　廃プラスチック・金属類を買取」

東日本事業部　業務内容

Contents　05

機械・設備等の金属の買取させていただきます。
有価物のご相談はダイトクにお任せください。

国内原料化施設

プラスチック樹脂にはたくさんの種類があり、製法や性質が異なり、買取の
相場も変動しますが、ダイトクはあらゆるプラスチック樹脂の買取をさせて
頂いております。多くの廃プラスチック類が廃棄物となる中、しっかりとし
た品質管理にて、国内原料化・海外原料化を実現できるフローを幅広いネッ
トワークを活用し、構築しております。
産業廃棄物処分業許可を保有しており、コンプライアンス重視で処分から再
資源化までのフローをご提案できます。
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解体作業風景

解体前写真

許可品目以外の廃棄物に関しても中間処理業者間の幅広いネットワークを生かし、
最善な解体・処理方法をご提案いたします。

産業廃棄物一括コーディネイトで業務をサポート致します。

中間処理業者間の幅広いネットワークを生かした解体作業に関する廃棄物処理のご提案

まずは、ご相談ください

この解体現場での産業廃棄物の一括
コーディネイトを実施いたしました。
業者のセレクト・業務のサポートを
お任せいただきました。

その他、設備撤去等多数実績がございます。

事例

「解体作業に関する産業廃棄物処理のご提案」

東日本事業部　業務内容

Contents　06
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特許取得

ダイトクでは早くから開発の大切さに着目し、新しい技術開発に挑んでまいりました。
新しい技術開発で将来的にはメーカーに資源を提供できる、そんな積極的なリサイクル技術の
研究開発に果敢に取り組んでまいります。

ダイトクでは早くから開発の大切さに着目し、新しい技術開発に挑んでまいりました。
新しい技術開発で将来的にはメーカーに資源を提供できる、そんな積極的なリサイクル技術の
研究開発に果敢に取り組んでまいります。

使用済トナーカートリッジを、安全にかつ効率よく、しかも低コストで解体
することができる装置で、2011年６月に出願し、２０１５年１月９日に特
許取得致しました。
本装置の大きな特徴は、破砕ユニットで使用済トナーカートリッジを押し切
り（解体し）、次いでベルトコンベアー上を搬送される各破片を、エアージ
ェット洗浄ユニットによって洗浄し、トナーを吸引回収する構成となってい
ることです。
この構成により、解体処理中に内部の空気を絶えず外部に吸引排気するので、
装置内のトナー濃度を爆発下限界以下に維持し、粉塵爆発の発生を防止する
ことができ、また、破砕片に付着したトナーを圧縮空気の噴射によって剥離
浮遊させて回収し、破砕片を充分に洗浄することができ、結果、プラスチッ
ク材料と金属材料の再資源化が容易になります。

使用済トナーカートリッジ解体処理装置
使用済トナーカートリッジ
解体処理装置
　特許証第5674565号

本特許は廃棄物同士を安全に反応させて、有用な稀少金属資源を安価に回収する技術で、当
社と東北大学の共同研究により、２００８年８月２０日に発表２００９年４月１７日に「稀
少金属の回収方法」として特許取得いたしました。
また、有用な稀少金属資源をより効率よく回収する為に、東北大学との共同研究を進め、２
０１３年１０月２５日に「稀少金属の製造方法」として特許を取得いたしました。さらに、
稀少金属資源の回収方法の多様化を図るため、２０１４年１月１０日及び２０１５年３月２
０日に「稀少金属の製造方法」として新たに特許を取得いたしました。
また、２０１５年２月１３日には、ブラスト材に燃焼が容易な植物系材料を用いた「酸化イ
ンジウム系化合物を含むブラスト処理物の濃縮方法」について特許を取得しております。

2In2O3+3Si⇒
       4In+3SiO2

廃ＬＣＤからのインジウム金属回収

2022年4月14日に「混合粉砕片材料の分別回収システムおよび分別回収方
法」の特許を取得いたしました。
このシステムは、合成樹脂と金属の混合粉砕片を選別することを目的に開発
を行い、遠心分離（液体サイクロン）、送風による異物除去、そして光学式
選別を組み合わせることで、例えばコンタクトレンズの個別包装容器などの
複合材料を完全に分別することに成功しています。
 システムの特徴は、複数の工程を一気通貫の工程として効率よく選別ができ
るようにしたこと、また工程の受け渡しで発生する不具合をシリコーンエマ
ルジョンで対応して精度の高い選別としたことです。
このシステムにより、これまでサーマルリサイクルしか選択肢がなかった複
合材料のリサイクル分野において、再資源化（マテリアルリサイクル）が可
能となりました。

混合粉砕片材料の分別回収システム及び分別回収
混合粉砕片材料の分別回収
システム及び分別回収方法
　特許証第7058436号

このシステムは（これまでほとんどが廃棄処理されていた）PTPシート
（薬パッケージシート）やアルミ付きフィルムなどの、合成樹脂と金属箔が
シート状に積層された複合材料のリサイクルを可能にするため開発を行い、
剥離・洗浄・水分除去・分別という４つのステップを組み合わせることで優
れたリサイクル性で分別回収することに成功しています。
またこのシステムは食料品包装フィルムなどPVCとアルミニウムの多層フィ
ルム等にも応用できます。
特徴は、複合材料をベンジルアルコール水溶液で剥離し、それを洗浄した後
に水分除去を行う事で、複合材料の間に隙間を与え、振動や風力など外力を
以て分別できるようにしていることです。
この技術により当社では、材料の粉砕や破砕が不要、剥離工程においても攪
拌が不要な低エネルギーで、さらに臭気を抑えたクリーンなリサイクルを可
能としています。

複合材料の分別回収システム及び分別回収方法
複合材料の分別回収システム
及び分別回収方法
　特許証第7190228号
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